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波長設定法

□　イオンチャンバーに光が入射することを確認する（蛍光板およびmeasコマンド等）。

□　測定する波長wavelength(A)を決定し，プログラムｍｍｍからコマンド
setw wavelength(A)↓
と入力する。
このとき入力するwavelengthは設定したい波長の計算値を入力する。プログラムはモノクロメータの機械的ずれによる補正値を補正し設定を行う。
プログラムを走らせると，まずモノクロメータを入力波長のブラッグ角位置に移動する。次に，自動的にΔθ２（dtm2）をふって最適位置に移動というルーチンを２回行う。１回目の最適位置はピークの重心解析，２回目の最適位置はピーク位置で設定する（スタディによる最適化で決定）。実行終了までには約１０分ほどかかる。
注）計測値が１５００００カウント以上になった時はイオンチャンバーが計測可能強度を超えているので適当なアッテネーター（Al箔など）をイオンチャンバーの前に入れること。
□　par でモノクロ－ミラーのパラメータを出力しLog Bookに記録する。
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１．モノクロメータ調整方法
１－１．各部電源のＯＮ／ＯＦＦ，設定の確認
まず最初に各部の電源のＯＮ／ＯＦＦ，設定値の確認を行います。

　　　　　　　　　　４Ｂ１ハッチ　　　　　　　　　　　　　　　４Ｂ２ハッチ

　　　　　


             a.モータドライバ，コントローラ　　c.高圧電源　　　d.ＩＣ，プリアンプ
             b.制御用パソコン
□ a.
パルスモータドライバ：電源ＯＮを確認

パルスモータコントローラ：

電源ON，ＲＥＭモード，ＲＥＬモード，ＳｐｅｅｄＭを確認。

ＤＣモータドライバ・コントローラ：電源ＯＮを確認

計数系ＢＩＮ電源：電源ＯＮを確認

もし電源ＯＦＦ等の場合はBL4光学系資料のＰＭ１６Ｃの項などを参照して設定する。
□ b.
光学系制御用パソコン

電源ＯＮ，ディレクトリＢ：￥ｍｍｍでプログラムｍｍｍが走っていることを確認。

パソコン電源ＯＦＦ等のときは，パソコン，モニタの電源を投入し画面に従ってＢドライブから立ちあげる。立ち上がった後，

B>cd mmm↓

B>mmm↓

と入力して制御プログラムを走らせる。
□ c.
高圧電源

ＢＩＮ電源ＯＮ，高圧電源ユニット，Ａｃｈが５００Ｖに設定，ＯＮとなってランプ点灯していることを確認

もし電源ＯＦＦなどの時はBL4光学系資料のＯＲＴＥＣのＢＩＮモデュールの項を参照して設定する。
□ d.
Ｉ．Ｃ．プリアンプ

電源ＯＮ確認，以下の設定値を確認

GAIN 1E08 V/A

REV B02
IEEE 22


AUTOFILT N

DFLT OK
SELFTEST N


Current Suppress 
0.07nA


Voltage Bias

0.0V


Filter Rise Time

1mSec


表示パネルGAINのみ点灯で1E08 V/Aの表示にしておく。

もし電源ＯＦＦ等のときはBL4光学系資料のKeithley Model 428 の説明書を参照して設定する。
１－２．イオンチャンバーへのＸ線の入射確認
・ここからの作業は，光軸と回折計がおおまかに合っていることが前提である。もし大きくずれている場合は回折計入射スリット部高さの調整を先に行うこと。
□　回折計マルチパーパスアーム２θ＝１５０度の位置にあげる。
□　回折計θ＝０とする。
□　回折計のシャッターＯＰＥＮ。
□　回折計のスリットを１０ｍｍ（Ｈ）×３．０ｍｍ（Ｖ）に設定
□　イオンチャンバー前に蛍光板を設置。肉眼もしくはモニターテレビを利用してイオンチャンバーにＸ線が入射しているか確認する。
１－３．制御プログラム使用法
□　測定する波長wavelength(A)を決定し，プログラムｍｍｍからコマンド
setw wavelength(A)↓
を入力する。
このとき入力するwavelengthは設定したい波長の計算値を入力する。プログラムはモノクロメータの機械的ずれによる補正値を次ページのグラフ・式によって求め設定を行うので，入力した値と画面表示にずれが生じることがあるので注意。
プログラムを走らせると，まずモノクロメータを入力波長位置に移動する。次に，自動的にΔθ２をふって最適位置に移動というルーチンを２回行う。１回目の最適位置はピークの重心解析，２回目の最適位置はピーク位置で設定する（ユーザーの要望により決定）。実行終了までには約１０分ほどかかる。
注）cal, mon, go, setw などのコマンドは設定したい波長を入力さえすれば機械的ずれの補正を行って目的波長に設定する。
注）計測値が１５００００カウント以上になった時は計測可能強度を超えているので適当なアッテネーターを入れること。
□　par でモノクロ－ミラーのパラメータを出力しLog Bookに記録する。
次のデータは金属吸収端を実際に観測し，そのモノクロメータ位置から換算される波長（λobs）と金属吸収端の計算値（λcal，真の波長）の関係を示したものである。測定点は５点（グラフの●で示した点）で最小二乗法で関係式をもとめてある。プログラムは入力された値にこの関係式から求められた補正を施してモノクロを設定する。
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波長(cal)と波長(obs)の関係

λobs

y = -0.013954 + 1.0004x R= 1 

λobs

λcal


２．一歩進んだ制御
２－１．モノクロ第二結晶の半手動チューニング
手動でチューニングをあわせる必要がある場合などは以下の手順に従う。
□　Ｉ．Ｃ．にはＸ線が入射していることが必要である（１－２．参照）。
□　sdt2 start end step↓
とｍｍｍのコマンド入力画面で入力し，第二結晶微調角のスキャンをする。
start end はスキャン開始，終了の角度，stepはスキャンのステップ巾である。
スキャン終了するとピーク位置を，ピークトップ，半値巾の中心，重心の３種類算出してくる。最適の物を選んで
□　dtm2 best-angle↓
とコマンドで第二結晶微調角の角度を設定する。この時バックラッシュ取りのため必ず低角に一旦移動してから高角に移動するようにして設定することが重要である。
２－２．モノクロ第二結晶の完全手動調整
□　適当な検出器でＸ線を測定できるようにする。
□　以下の手順はパルスモーターコントローラＰＭ１６Ｃを手動操作して行う。
□　ＰＭ１６ＣのＲＥＭ／ＬＯＣボタンを押してＬＯＣモードにする。
□　ＰＭ１６Ｃ，[　Ａ　][Ａ／Ｂ][　Ｂ　]ボタンの[　Ａ　]ボタンを押して点灯させる。
□　Ａチャンネル表示機脇のレバーで２ｃｈを選ぶ。
□　ＳｐｅｅｄＨ，ＲＥＬモードを確認
□　表示機下のカウンターを±１０程度の値に設置する＊。
□　[ＳＴＡＲＴ]ボタンを押す。と上の手順で指定したパルスだけ第二結晶が微小回転する。Ｘ線強度を見ながら最強の位置に設定する。
□　ＰＭ１６ＣのＲＥＭ／ＬＯＣボタンを押してＲＥＭモードにもどす。
□　ＰＭ１６Ｃの詳細な操作方法などは，BL4光学系資料のＰＭ１６Ｃの項などを参照。
２－３．ＸＡＦＳスキャン
吸収端を測定したい場合には以下の手順に従う。
□　イオンチャンバーにＸ線が入射するようにする（１－２．参照）。
□　吸収端近傍の適当な波長にsetwでモノクロをあわせる。
□　xafs start end step↓
でXAFSスキャンを行う。パラメータは波長の計算値で指定する。start end stepはスキャンを開始，終了，刻みの波長である。stepも適当な大きさに設定するが，このときモノクロの最小刻み（0.00001度）以下になるような無意味な値を入れないように注意する。
□　結果はxafs.datというファイルにかき出されるのでフロッピーディスクなどにコピーして利用する。
□　目的波長に設定するときは出力あるいはxafs.dat をみて，setw WL( cal )で行えば良い。
ミラーの調整（以下の調整はＢＬ担当者あるいはＢＬ担当者の許可を得たユーザーのみ使用できます。）
２－４．ミラーのＯＮ，ＯＦＦ
□　Ｂ１モードからＢ２モードに変更するためミラーをいれるにはmron

□　Ｂ２モードからＢ１モードに変更するためミラーをぬくにはmrofと入力する。
２－５．ミラーの水平垂直スキャン
svro width step
ミラー垂直回転のスキャン（単位度）例：0.005 0.0002
svtr width step
ミラー垂直移動のスキャン（単位mm）例：0.5 0.05
shro width step
ミラー水平回転のスキャン（単位度）例：0.05 0.005
shtr width step
ミラー水平移動のスキャン（単位ｍｍ）例：0.5 0.1
３．コマンド一覧
□システム制御
exit or q
プログラムを終了する。
copy
ファイルをコピーする。
type
ファイルの内容を表示する。
□波長設定
cal
波長からモノクロ角を計算する。
mon
波長からモノクロパラメータを計算する。
go
目的波長あるいはモノクロ角にモノクロを移動させる。
setw
目的波長にモノクロを設定およびモノクロの最適化を行う。
mod
setwのピーク判定モードの設定。
□モノクロ制御
tem
モノクロ角を設定する。
z2
第二結晶の高さを設定する。
dtm2
第二結晶の微調角を設定する。
ste
モノクロ角でスキャンする。
sz2
第二結晶の高さでスキャンする。
sdt2
第二結晶の微調角でスキャンする。
□ミラー制御
vro
ミラーの垂直回転を行う。
vtr
ミラーの垂直移動を行う。
hro
ミラーの水平回転を行う。
htr
ミラーの水平移動を行う。
mfv
ミラー上流側の高さの設定。
mrv
ミラー下流側の高さの設定。
mfh
ミラー上流側の水平移動。
mrh
ミラー下流側の水平移動。
bnt
ミラーの曲げの設定。
svro
ミラー垂直回転によるスキャン
svtr
ミラー垂直移動によるスキャン
shro
ミラー水平回転によるスキャン
shtr
ミラー水平移動によるスキャン
mron
ミラーを光路にいれる。
mrof
ミラーを光路からはずす。
□測定
meas
指定時間だけ測定する。
tim
測定時間を指定する。
xafs
エネルギースキャンによるＸ線吸収端の測定。
□その他
par
現在の光学系パラメータの出力。
zer
ゼロ点の入力。
pos
光学系パラメータの入力。
４．トラブル対策
４－１．Ｘ線がハッチまで来ていない。
□　リングは運転されてるか？
→　確認する。
□　ＭＢＳが開いているか？。
→　開いていなかったら手順に従って開ける。正当な手続きを踏んでも開かないときは当番に連絡。
□　ＢＢＳは開いているか？
→　開いていなかったら手順に従って開ける。正当な手続きを踏んでも開かないときは当番に連絡。
□　光路中にビーム位置確認用の蛍光板が挿入されていないか？
→　モノクロ直後の１個所，４Ｂ１ハッチと４Ｂ２ハッチの間の２個所の蛍光板が光路に入っていないか確認する。入っていたら引き抜く。
□　４Ｂ１のピンホールスリットが挿入されていないか？
→　モノクロ直後の１個所，４Ｂ１ハッチと４Ｂ２ハッチの間の２個所の蛍光板で光の形を見る。もし極端に小さいようならこの場合が考えられる。４Ｂ１のピンホールスリット操作法を知っているならピンホールスリットを引き抜く。第一ピンホールスリットはＵｐ方向にＬｉｍｉｔまで。第二ピンホールスリットはＤｏｗｎ方向にリミットまで。知らない場合は担当者に連絡する。
□モノクロ直前のCross Slitは全開になっているか。
→　上下左右方向に全開となっていることを確認する。
４－２．Ｘ線はハッチまで来ているがイオンチャンバーが計数しない。
□　ＩＣにＸ線は入射しているか？
→　１－２．の手順でＸ線の入射を確認する。
□　イオンチャンバーの高圧電源，設定は正しいか？
→　１－１．を参照して確認する。
□　アンプの電源，設定は正しいか？
→　１－１．を参照して確認する。
□　計数系の電源は入っているか？
→　１－１．を参照して確認する。
□　計測系，モノクロ制御用コンピュータ等のケーブルは正しく結線されているか？
→　ケーブルなどの結線を確認する。
□　計測系がハングアップしていないか？
→　ＯＲＴＥＣタイマーカウンターの入っているＢｉｎ電源を一旦落とす。５秒ほど待ってもう一度電源を入れる。ｍｍｍから＞Ｅｘｉｔ↓で一旦抜ける。＞ｍｍｍ↓でｍｍｍを立ち上げ直す。
４－３．波長設定が上手く行かない。
□　パルスモータドライバ，コントローラの電源は入っているか？
→　１－１．を参照して確認する。
□　計測系，モノクロ制御用コンピュータ等のケーブルは正しく結線されているか？
→　確認する。
□　ＩＣにＸ線は入射しているか？
→　１－２．の手順でＸ線が入射しているか確認する。
□　イオンチャンバーの計数は飽和していないか。
→　１５００００カウント以上で飽和する。適当なアッテネータを入れる。
４－４．Ｉｏが不安定だ。
□　モノクロ冷却水は正しく循環，設定されているか？
→　モノクロ冷却用チラーの電源が入り，流量計があがり，水温が２４．０℃＋近辺になって居ることを確認する。
４－５．Ｉｏが弱い（くなった）。
□　モノクロ冷却水は正しく循環，設定されているか？
→　モノクロ冷却用チラーの電源が入り，流量計があがり，水温が２４．０℃＋近辺になって居ることを確認する。
□　dtm2が最適値からずれていないか？
→　何らかの原因でモノクロ第二結晶のチューニングがずれた可能性がある。２－１．の手順により第二結晶をあわせ直す。
□　ミラーがずれていないか。
→　２－５．を参照にミラーのスキャンを行い最適位置を求める。特に高さ（ＶＴＲ）が変動している可能性が大きい。ただし、この調整はビームライン担当者及び許可を受けたユーザーのみ行えるので、よくわからない場合は担当者などに連絡のこと。
４－６．その他
□　光学設定は正しいと思われるのになぜかサンプルのピークが観測されない。
→　回折計アナライザー結晶の設定は正しいか？波長，アナライザー結晶の種類に応じてアナライザー結晶２θｍを手動設定する必要がある。忘れやすいので注意。

５．４Ｂ光学系データ
５－１．移動量－パルス対応
ｃｈ
軸
単位
パルス
００
TEM
１度
３６０００
０１　　Z2
１ｍｍ
２００００
０２
DTM2
１度
３６０００
０３
Z1
１ｍｍ
―――――
（未使用）
０４
MFV
１ｍｍ
　５０００
０５
MRV
１ｍｍ
　５０００
０６
MFH
１ｍｍ
　２０００
０７
MRH
１ｍｍ
　２０００
０８
BNT
１ｍｍ
　８０００
５－２．
４Ｂ２モードミラー位置


MFV
MRV
MFH
MRH

20 Jan, ‘97
26.410
29.350
4.955
8.390  (1.54A)
17 Feb, ’01      23.900  26.850  4.956   8.390  (1.20A)
５－３．波長計算値と観測値の関係表

θcal
θobs
λcal
λobs

Fe-K
16.142
16.016
1.7435
1.7302

Ni-K
13.726
13.600
1.4881
1.4746

Zn-K
11.809
11.685
1.2834
1.2701

Au-L3
9.5459
9.4227
1.0400
1.0267

Zr-K
6.3061
6.1790
.68883
.67500

1.06646(cal) <> 1.06753 (NBS Siより実測)　日大・宇野氏、24 Feb.,2001 Δλ=0.00107
                                          　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
                                          　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
                                          　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
簡易コマンド一覧


setw wavelength(A)


波長wavelength(A)にモノクロを設定する。チューニングも自動的に最適化するので通常このコマンド一つで波長設定はＯＫ。





go wavelength(A)


波長wavelength(A)にモノクロを設定する。自動最適化はしない。





sdt2 start stop step


モノクロ第二結晶の微調角をスキャンする。





meas n


ｎ回強度測定を行う。





tim t(sec)


測定時間をt（秒）にする。





par


光学系各種パラメータを出力する。波長も出力する。











